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報　告

障害者にとってのスポーツの意義 
〜ある障害者陸上競技クラブからの一考察〜

伊東　郁１

Kaoru  ITO

本研究は、障害者陸上競技クラブの選手・保護者の語りから障害者にとってのスポーツの意義につい
て考察したものである。語り手は 5 名で、半構造化面接を用いて調査をした。リハビリとして始まった
障害者スポーツは、身体面のリハビリだけでなく精神面でも良い影響を与えていること、スポーツはそ
の人の生活の軸となるようなものにまで発展していることが示唆された。

キーワード：障害者スポーツ、語り、陸上クラブ
 

はじめに
　障害者のスポーツは、第二次世界大戦（1939〜
1945年）後のイギリスで、戦争で障害を負った軍
人たちのリハビリテーションの補助的な方法とし
てスポーツを取り入れたのがきっかけで始まった
とされている。
　しかし、現在はパラリンピックにおいてもオリ
ンピックと同様に目標メダル獲得数を設定し、選
手強化に力を入れている。これは、リハビリテー
ションという枠を超えているように考えられる。
本研究では、リハビリテーションの補助的役割で
あったスポーツが、今日ではどのような意義を持
つものであるのかについてある障害者陸上競技ク
ラブに所属する選手・保護者からの語りから明ら
かにしたい。
　
障害者陸上競技クラブについて
　障害者陸上競技クラブ（以下陸上クラブ）の監

督の語りから、設立までの流れ、クラブの理念・
方針をまとめ、そこから浮かび上がる課題につい
て考察する。

1　設立から今まで
＜設立に至るまで＞
①特別支援学校の卒業生の申し込みに対してサ

ポートが必要だと感じさせる出来事がある
②山口県障害者スポーツ協会より、「新規のクラ

ブ設置事業」の話をもらう
③2011年の山口大会に向けての受け皿、強化のた

めのチームの結成を決意した
この 3 つの出来事がタイミングよく噛み合い、

2005年 8 月 1 日に設立した。設立当初は、ほとん
ど競技中心の高校生だった。そこに小学生や中学
生からも入会の問い合わせがあったため、「ジュ
ニアブロック」という、目的も競技性も違うブ
ロックを作った。

1 兵庫教育大学大学院
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＜存続の危機＞
2011年の山口大会が終わったあと、資金不足や

ひとつの目標（山口大会）も終わったこともあり
3ヶ月間休会した。そして、役員と今後について
話し合った。陸上クラブは大きな社会資源になっ
ていること、選手・保護者からも続けてほしいと
いう声もあること、行政（山口県障がい者スポー
ツ協会）からも大会が終わったから辞めるのでは
なくて、続けてほしいという声もあることなどか
ら、続けることにした。その際、条件として、お
金（助成金）がないため会費を上げて自分たちの
お金を主として運営していくこと、選手会・保護
者会を立ち上げて、お金のことや要望・クレーム
には役員会だけでなく選手会・保護者会も一緒に
考えて行くことを挙げた。

＜現在＞
　選手34名、役員 5 名、ボランティア54名で月
に 1 度の練習会を実施している（ボランティアは
54名のうち毎月約 5 名が参加）。2012年冬季より、
年 2 度の合宿を実施している。

2　理念・方針
　設立当初は、山口大会のための受け皿・強化の
ためのチームであった。しかし、競技とは遠い、
レクリエーション中心の選手からの問い合わせも
あり、現在は競技性を高めていくブロックである
「一般ブロック」と、小学生や中学生などレクリ
エーションを中心として、身体を動かす楽しさを
知る「ジュニアブロック」という 2 つのブロック
に分かれて活動している。
　規約の目的には、「陸上競技を通じ、自己管理
能力を高め、自己の目標に挑戦することで、障害
者の心身の健全な発達に寄与することを目的とし、
地域における陸上競技の普及・振興を図る」と記
載されており、競技だけに特化するのではないこ
とがうかがえる。陸上競技を通して、自分自身を
高めていくことを目的としている。そのため、国
内外の大会で活躍する選手、地域の大会出場を目
標とする選手、大会に出ないけれど、練習会に参

加する選手など、それぞれの目標に向かって日々
活動している。　　　　　　　　　　　　
　良い面もあるが、それと同時に目標が多岐にわ
たるということは、携わり方や指導方法も様々で
あるということである。規約には、目的を達成す
るための事業として「障害者の陸上競技技術の向
上および指導者養成に関すること」が挙げられて
いる。指導者・ボランティアなどの関わる側が、
障害特性や一人一人の目標を把握しながら、活動
する必要がある。

3　現状と課題
＜役員について＞
　設立当初は、6 名の役員がいたが、仕事の都合
で辞めていく人、興味を持って入ってくれた人
もいて、現在5名の役員で運営している。役員兼
コーチという形になっている。本当は、役員と
コーチを分けるのが理想だけれども、難しいのが
現状である。
　いつか、今の役員が活動できなくなる時がくる。
そのためにも、若い人たちに入ってほしい。それ
には、どうしても創始者と継承者の思いの違いが
ある。5.6人集まって創始者と話しながら（思い
を共有しながら）継承していくのが理想である。
役員とまでは言わないけれど、コーチとして関
わってほしい人はいる。けれど、なかなか首を縦
に振ってくれる人がいない。
　役員の条件としては、学生ではないこと、就職
して 3 年経っていることである。学生は、学業が一
番であるし、社会人になると、仕事が一番大切で
仕事もできないうちにプライベート中心なるのも良
くない。そのため、3 年くらいは仕事を覚え、自分
の時間の使い方を覚え、余暇や趣味の時間の使い
方がうまくなってからという監督の思いからである。

＜ボランティアについて＞
　この約10年間で大きく変化したのは、ボラン
ティアである。昔は、障害者スポーツ指導員や全
国障害者スポーツ大会の指導者として関わって来
た人が多かった。学生も2年くらい前までは、市
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内の専門学校の学生が多かったが、現在は大学の
ボランティアが増えつつある。
　ボランティアの総数については54名いるのに対
し、実際に練習会に参加するのは5〜10名ほどで
あるという現状がある。継続的に関わりを持つこ
とで、選手の特性・特徴の理解につながり、選手
との関わりが充実することや、何度もボランティ
アを行い、経験を積むことにより練習会や試合の
流れを把握することで、クラブ内における自分自
身の役割や選手・クラブにどのように貢献できる
のかを考えて行動することにつながると考えられ
る。しかしながら、仕事や家庭の都合により難し
いのが現状である。

障害者にとってのスポーツの意義
　陸上クラブの選手、保護者からの語りをまとめ、
スポーツの意義について考察する。

1　調査の方法について
　半構造化面接を用いて行った。陸上クラブの選
手・保護者5名（内部障害の選手、肢体不自由の
選手・保護者、知的障害の選手・保護者）を対象
に調査を行った。スポーツを始めたきっかけ、ス
ポーツ開始前後での身体面、精神面等における変
化、今後の目標等について調査を行い、スポーツ
の意義を考察する。

2　Ａ氏について
　A氏は40代の男性である。内部障がいで15年前
に腎臓の移植を受けた。現在は免疫抑制剤を服用
しており、免疫が通常の人の1/3程度しかない。

＜スポーツをはじめたきっかけ＞
　入院中にたまたまテレビで移植者のスポーツが
取り上げられていた。それに影響を受けたことに
より、世界移植者スポーツ大会を目標にスポーツ
を始めた。運動もできず、立つのがやっとな時期
や透析、移植を経てのスポーツということで、今
スポーツができることに感激、感動している。

＜陸上クラブに出会ったきっかけ＞
　スウェーデンでの世界大会に出場するとき、日
本代表の意識が強くて、それまで独学で行ってい
たがそれでは活躍が難しいと感じた。また、歳も
30歳を過ぎていたということで、競技団体を探し
ていたところ、市役所に掲示してあったクラブの
ポスターを見て問い合わせたのがきっかけである。

＜スポーツ開始前後での変化＞
　スポーツは自分自身を支えてくれるものであり、
健康を維持して行くための目標であったりする。
全国大会に出たい、みんなに会いたいという思い
から健康管理をしようという思いに繋がる。
　スポーツは無理さえしなければ、健康維持には
必要だと思う。病気の人は家でじっとしてなさい
という考えは、逆に精神的に落ちていく。透析し
ているときにそうだった。外に出て、少しでも体
を動かすことで精神的によくなった。「病は気か
ら」というけど、気持ちが落ち着くと健康状態も
良くなる。

＜今後の目標＞
　機会があれば、もう一度世界大会に出たい。世
界大会に向けての現状維持を日々行うのが目標で
ある。移植の臓器は限界があるので、その限界ま
での期間をどのくらい伸ばせるかは本人次第であ
る。そのため、いかに自分の健康を維持するかと
いうのも目標。薬を飲まなかったら、半年も生き
られない。そのため、毎日薬を飲むのを忘れない
ということも努力が必要だと感じる。練習すると
きも、自分の体と相談することも必要だと思う。
回復力が弱いから、自分の限界を知って、限界の
一歩手前で止めるということを考えなければなら
ない。わかってはいるけれど、いつもやり過ぎて
しまう。我慢が必要である。

3　Ｂ氏について
　B氏は30代の男性である。頸椎損傷により四肢
麻痺がある。
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＜スポーツをはじめたきっかけ＞
　入院中にラグビーのドキュメンタリーの映画の
DVDが回ってきて、それが刺激になったという
ことと、入院していた病院のリハビリの先生の紹
介で始めた。
　現在、陸上、バスケ、ラグビーをしているが、
障害程度に合っているなと思うのはラグビーで、
一番やりがいがあると思っている。

＜陸上クラブに出会ったきっかけ＞
　同じ職場にクラブのコーチがいて、そのコーチ
が声をかけてくれたことがきっかけである。はじ
めは一人でスロープを登っているだけだったので、
「競技やってみませんか」と声をかけてもらった。
スポーツを通じて目標とかあったら良いのかなと
思って始めた。ラグビーをメインにやっているけ
ど、車いすを漕ぐという基本的な動作は陸上も要
素はあるし、障害者だけど知的障害者の力にもな
りたい、支援者にもなりたいという思いもある。

＜スポーツ開始前後での変化（精神面）＞
　競技をすることで、たくさんの人と出会い、同
じ境遇の人、違う境遇の人の話が聞けて、自分の
障がいがものすごくひどいものだとか、「自分だ
け」、という意識がなくなり気分的に楽になった。
障害に関しての情報交換もできて、精神的に助
かっているところがある。排泄や入浴について同
じような障害を持っている人に相談しやすい。

＜スポーツ開始前後での変化（身体面）＞
　今残っている機能を使うことで筋力が付くのは
付く。しかし、歳を取ると同時に筋力が低下して
くる。若いときにするスポーツの姿勢と、歳を
取ってからのスポーツの姿勢は変えないといけな
いと思う。常にガンガン一流プレイヤーを目指す
のではなくて、障がいや身体と相談しながら楽し
んでやることも考えないといけないと感じている。
プロスポーツではないので仕事をしながら自分が
できる範囲の中でアグレッシブにやっていきたい。

4　Ｃ氏について
　C氏は20代の男性である。片前腕切断（左手）
と皮膚移植による右足裏の麻痺がある。

＜スポーツをはじめたきっかけ＞
　切断手術が終わって、二ヶ月寝たきりの生活か
らやっと立つこと、座ることができるようになっ
たとき、身体を作るために何かやりたいと思った。
そして、ウォーキングを始めた。しばらくして、ラ
ンニングに切り替えようと思って始めたのがきっ
かけである。現在は、陸上・けん玉をやっている。

＜陸上クラブに出会ったきっかけ＞
走り始めて1ヶ月、2ヶ月くらいで、監督に会っ

てクラブの存在を知って、クラブに入った。ス
ポーツを始めて大きく変わった。仕事もいい加減
にしていたし、いい加減にしていたから事故をし
て腕がなくなった。

クラブに入ってから（2006年くらいに入会）本
気でやり始めたのが、2010年の千葉大会で山口県
代表に決まったときである。あの時の選考会では
1500ｍで5分30秒だった。今までで一番悪い記録
で選ばれてしまったので焦りが出た。それが本気
を出した瞬間だった。

それまでも比較的真面目にしていたけれど、
1500ｍも5分01秒、練習メニューもこれといって
なかったけれど、毎週ではないけれど、週に2，3
回5キロ走っていた。でも、サボって半年とか走
らないときもあった。それをずっと繰り返してい
た。2010年千葉大会に選ばれて、半年間自分なり
に一生懸命走って、千葉で4分52秒という記録を
出した。驚くようなタイムが出た。コーチにメ
ニュー聞いたり、練習会のメニューを覚えておい
たりした。

その後、4分40秒が出た。凄すぎるぞと思った。
大会の帰りに監督に練習ノートを書くのもよいと
言われて、毎日書いた。そうすると、振り返るこ
とができるし、メニューの立て方もわかってくる。
自分なりに考えて練習ができるようになった。
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＜スポーツ開始前後での変化＞
振り返れば、そうやって今日何やろうかって毎日
毎日考えることが、生活面に、仕事面に影響が出
てきた。ようやく真面目になれた。陸上が軸に
なってしっかりしたと思う。考える力がいろんな
ところに働くようになった。
　結婚して、子どもも生まれた。ここまでできる
とは思っていなかった。切断するとき、一番に
思ったことが、「これ、彼女できないな。」「結
婚…ないな。」ということである。でも、その不
安を全て陸上が跳ね除けた。陸上でこれだけ結果
が出ると自信がつく。「速くなりたい」その一心
で生活している。

5　Ｄ氏について
　D氏は30代男性である。脳性麻痺で半身麻痺があ
る。朝日新聞デジタル及び母親からの語りをまとめる。

＜スポーツをはじめたきっかけ（朝日新聞デジタ
ルより）＞
　生後まもなく脳性麻痺になり、左手足が動きづ
らくなった。リハビリのため３歳で水泳を始め、
中学の部活まで続けた。大学４年の時に練習を再
開し、2011年までに計４回全国大会に出た。
　陸上競技は苦手だと思っていたが、５年ほど前、
地元の大会で100メートル走とソフトボール投げ
に出場。軽い気持ちだったが「普通に走れた。ソ
フト投げでは観客の『おー』という声が聞こえて
うれしくなった」。ただ走るだけではつまらなく
なり、翌年には走り幅跳びを始めた。

＜陸上クラブに出会ったきっかけ（母親談）＞
　陸上を本格的に始めたのは、2年半くらい前の
こと。5年前のキラリンピックは、たまたま水泳
の試合と日程が被らなかったので、出てみるだけ
出てみた。そこから、「陸上をしないか」とスカ
ウトされたが、母親の意思で断った。小さいころ
から、運動はさせていない。バランスがとりにく
く、負担がかかり、けがをしてしまうためである。
主治医にも強度の運動は避けるように言われてい

た。小学校・中学校の時は、体育のほとんどを見
学していた。運動会にもほとんど出ていない。水
泳は、水中での運動であり負担がかかりにくいた
め、してもよいという診断であった。何度も「水
泳から陸上に転換しないか」と言われたが、母親
自身にも葛藤があり、なかなか「うん」とは言え
なかった。しつこく言われるので、見学に行った。
主治医やコーチ、スタッフの方と何度も確認をし
ながら練習を進めていった。
　本格的に陸上を始めてからというもの、足の痛
みはほとんどなく、記録がどんどん伸びていった。
その様子に、母親自身も嬉しく思った。

＜スポーツ開始前後での変化（母親談）＞
　スポーツをやっていてよかったと思う。自分を
アピールできるところがあるというのは素晴らし
い。健常児と同じ環境で育ってきて、周りと比べ
れば落ちるところはあるけれど、同じ障害の人と
比べたらそうではないことが分かった。せっかく
始めたのだから、少しでも長く続けてほしい。

＜目標（朝日新聞デジタルより）＞
　ドバイでの大会前、国際基準で自身の障害の程
度を測定した。これで世界レベルの大会に出場し、
世界ランキングがわかるようになる。10月の韓国
でのアジアパラリンピック、15年のカタールでの
世界選手権、16年のリオデジャネイロパラリン
ピック出場と、毎年目標がある。「常に『今が１
番』であるように、記録を更新し続けたい」

6　Ｅ氏について
　E氏は40代の男性である。知的障害である。直
接本人から話を伺うことが困難であったため、母
親からの語りをまとめることとする。

＜スポーツをはじめたきっかけ＞
　小さいころから水が好きだったので、よく母親
とプールに行っていた。その頃は、水泳というよ
り水遊びだったが、その後、水泳を始めるきっか
けになった。
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　本格的にスポーツをはじめたのは、20歳くらい
である。それまでは、障害者を受け入れてもらえ
るような環境が整っていなかった。
　現在は、主に水泳と陸上を行っている。

＜陸上クラブに出会ったきっかけ＞
　陸上クラブが選手を募集していることを聞いた
こと、水泳の先生がそのクラブで陸上の指導もし
ていたこと、水泳の仲間も陸上を始めたと聞いて
興味を持ったことなどから入会に至っている。

＜スポーツ開始前後での変化＞
　 2 度目に出場した全国障害者スポーツ大会で、
銅メダルをもらい、自己ベストが出た際に初めて
ガッツポーズをした。それまでは、一番になった
り、メダルをもらったりしても嬉しいなどと表現
したことはなかった。嬉しいや悔しいというよう
な感情を表に出すことが難しかったが、このガッ
ツポーズにより、感情の表出も増えてきたように
母親は感じている。
　現在、水泳と陸上を行っているが、たまに予定
が被る時があり、水泳か陸上かどちらか一方のみ
しかできないことがある。その際に、自分の行き
たい方を選ぶことができるようになった。障がい
の特性上、全部やらないと気が済まないというこ
とがあるが、しなくてもいいこと、少し休むとい
うこともだんだん理解してきている。

7　障害者にとってのスポーツの意義
　「競技をし、たくさんの人と出会い話すことで、
自分の障がいがものすごくひどいものだとか、自
分だけ、という意識がなくなって気分的に楽に
なった」「健常者と比べれば劣っているところは
多いけれど、同じ障がいの人と比べるとそんなに
劣っていないことがわかった」というような語り
がある。障害者のスポーツは、障がいの程度に合
わせて区分が分けられており、ルールの工夫もな
されているため、スポーツを通じて同じ境遇の人
に出会うことが多い。スポーツという共通の趣味
を持つことで、仲間ができ、日頃の悩みなどを同

じ境遇の人と共有することで気持ちが楽になるこ
ともある。また、そのような仲間と大会でもう一
度会いたいと思う気持ちから、体調管理を徹底し、
服薬を忘れずに行うなどの努力に結びついている
選手もいる。
　感情の表現が難しい選手が「メダルをもらって
嬉しそうな様子を見せた」という語りからは、ス
ポーツを通して他者と競うこと（他者を認識する
こと）、嬉しいや悔しいなどの感情を表出するこ
とに繋がったと考えられる。
　さらに、「世界大会に出たい」「できるだけ長
く競技を続けたい」「常に今が一番でありたい」
などという目標もある。これらの目標に向かって
努力することにより、仕事と競技の両立を心掛け、
生活にメリハリがつくなどスポーツが選手自身の
支えになっているとも考えられる。
　これらのことから、スポーツは精神面にプラス
の影響を与えることができるということや、それ
に伴いスポーツが生活の支えになると考えられる。

おわりに
　リハビリとして始まった障害者スポーツは今日、
身体面のリハビリだけでなく精神面でも良い影響
を与えている。そして、スポーツはその人の生活
の軸となるようなものにまで発展している。
　今回、調査に快くご協力いただいた、陸上クラ
ブの監督・選手・保護者・指導者の皆様に深く感
謝申し上げる次第である。
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The significance of sport for people with disabilities
− Consideration from the disability athletics club −

Kaoru  ITO

This study is consideration from the disability athletics club of players, parents about the significance 
of sports for people with disabilities. The investigated using a structured interview from five people. 
Disability sports was began as a rehabilitation, that is not only rehabilitation of the body surface, but 
also positive impact in mental.  Also it is suggested that sports have developed into something like 
the axis of the person's life.
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